農地法第３条の規定による許可申請書

下記農地（採草放牧地）の（に）　　　　　　を　　　　　　したいので、農地法第３条の規定により許可を申請します。

　　　　 年 　　 月　　　 日


農業委員会会長
申請者
譲受人　　　　　　　　　　　　　　　　　　

譲渡人　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注）不要な文字は抹消し、空欄には所要の権利及び設定、移転の別に記入してください。なお、農業協同組合に経営を委託するに当たっての権利の設定、移転が使用貸借契約に基づくものである場合にはそれにより記入しますが、無名契約に基づく場合には「経営の委託に伴う使用収益権の設定」と記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．申請当事者の氏名（名称）、住所、職業及び年齢

	当事者
	氏　　　名
	年齢
	職　　業
	郵便番号
	現　　　　住　　　　所
	連絡先電話

	譲受人
	
	
	
	
	
	

	譲渡人
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


２．許可を受けようとする土地の所在、地番、地目、面積、利用状況、普通収穫高及び耕作者の氏名又は名称

	所在・地番
	地目
	面積
	１０アール当り
普通収穫高
	利用状況
	所有者氏名

（名称）
	利用者
	備考

	
	登記簿
	現況
	
	
	
	
	氏　　名

（名　称）
	利用権原
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


３．権利を設定し、又は移転しようとする事由の詳細

４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容

①所有権　　②賃貸借権　　③使用貸借権　　④その他（　　　　　　　　　　　）

５．権利を設定、移転しようとする当事者及びその世帯員が現に所有し、又は使用収益権を有する農地及び採草放牧地の面積並びにこれらの者が権原に基づき現に耕作、又は養畜の事業に供している農地及び採草放牧地の面積

	
	譲受人
	譲渡人

	
	所有地
	借入地
	経営地

①＋④
	

	
	自作地

①
	貸付地

②
	その他

③
	現に耕作

中の土地

④
	その他

⑤
	
	自作地

①
	小作地

②
	貸付地

③
	経営地

①＋②

	田
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡

	畑
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	樹　園　地
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	採草放牧地
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	山林その他
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


６．権利を取得しようとする者又はその世帯員（構成員）が、その耕作又は養畜の事業に従事している状況及びその労働力以外の労働力に依存している状況（法人にあってはその法人のその耕作又は養畜の事業に係る労働力の状況）

	
	氏名
	年齢
	性別
	権利取得者

との続柄
	職業
	年間農作業

従事日数
	備考

	世帯員（構成員）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	常雇
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	季節雇・臨時雇
	年間延日数　　　男　　　　日　・　女　　　　　日


７．権利を取得しようとする者及びその世帯員の農機具及び家畜の保有状況

	
	農　　　　　　機　　　　　　具
	家　　　　　　　　　　畜

	種　類
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	数　量
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


８．その他参考となるべき事項

（記載要領）

１．記1については法人の場合にあっては名称、代表者の氏名、主たる業務の内容及び主たる事務所の所在地を記載してください。ただし、その法人が市町村農業協同組合及び農地保有合理化法人にあっては主たる業務の内容は記載しなくても結構です。

２．記２については土地登記簿上の所有名義人と現在の所有者が異なるときは備考欄に土地登記簿上の所有者を記入してください。又、申請地が法第３条第２項第６号に規定する農地等であるときはその旨及び売買期日を備考欄に記載してください。

３．記４については権利を移転し又は設定しようとする時期、対価、賃借料等の給付の種類及び額、契約期間等を明示してください。水田裏作の目的に供するための権利の設定にあっては、水田裏作として耕作する期間の始期及び終期並びに当該水田の表作及び裏作の作付けに係る事業の概要をあわせて記載してください。

４．記５については「自作地」「小作地」欄には権原に基づき現に耕作又は養畜の事業に供しているものを、「所有地」のうちの「その他」欄には農業経営を委託しているもの及び不耕作地等その所有者及びその世帯員により現に耕作又は養畜の事業に供されていないものを、「借入地」のうちの「その他」欄には所有権以外の権限を有する土地で現に耕作又は養畜の事業に供されていないものをそれぞれ記載してください。「その他」欄に記載されるものがある場合には、その理由を欄外余白に附記してください。

５．記６についてはその農業経営に必要な農作業がある限りその農作業に常時従事しているかどうかを備考欄に記載してください。

６．記７の「農機具の保有状況」については、現に使用しているものについて記入し、その性能等できる限り詳細に記入してください。

７．農地保有合理化法人が権利取得する場合及び区分地上権等が設定される場合にあっては、記５から記７までの記載を要しないが、前者にあっては農地保有合理化促進事業の実施状況（農地、採草放牧地及び未墾地別の取得面積及び売買面積並びに借入面積及びそのうちの貸付面積等）、後者の場合にあっては、当該事業又は施設の位置によって生ずる当該土地及び周辺土地、作物、家畜等の被害の防除施設の概要と関係権利者との調整状況を「その他参考となるべき事項」欄に記載してください。

下記事項について該当するところに○印を記入してください。

	
	当該農地について

	移転等をする農

地の他法令等と

の関連について
	１．生前一括贈与の適用　　　（受けている・受けていない）

２．相続税納税猶予の適用　　（受けている・受けていない）

３．農業者年金経営移譲の適用（受けている・受けていない）
	４．生産緑地の指定　　　　　　（受けている・受けていない）

５．その他の指定（　　　　　）（受けている・受けていない）




殿








